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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 
 
音波エンジンは，熱的に誘起される気柱の不安定振動（熱音響自励振動）を利用した，音響パワーを出力

仕事とする熱機関である．音波エンジンには，可動部品を持たないこと，本質的にスターリングサイクル

を行うために高い熱効率が期待されること，不活性ガスを作動気体とすること，という本質的な利点があ

る．高出力化，高効率化を目指した音波エンジンの応用研究は世界的にも活発化している．  

本研究では機械振動系を持つ音波エンジン発電機について，熱交換器性能の検討によって高出力化，高

効率化を目指した．すでに試作した装置の熱交換器を大径化した際の音響インピーダンスとエンジン効率

を計算し，大径化前と比較することでその音響インピーダンスの虚部が低下することを確認した．また，

実験的にも確認を行った．その結果，エンジンは 57.5 Hz で動作し，8.3 W の音響パワー出力がベローズ

底面で計測できた．この時効率は 1.90 %であった．また，第二，三熱音響コアを大径化して実験を行った

ところ，最大で 18.1 W，2.95 %の出力と効率で作動周波数は 53.3 Hz となった．エンジン性能は熱音響コ

アの大径化によって向上したが，熱交換器の大径化との直接的な関係を確認するために，実験と数値計算

を用いて熱伝達率 hと伝熱面積 Aの積の hAを計測した．実験結果と熱交換器の幾何学的な表面積から求め

た hAとには大きな差があることが分かった．この違いは，熱交換器の有効長さが気体の変位振幅で制限さ

れるとすると説明できることが分かった．往復振動流場では，熱交換器の伝熱面積は発生する振動流の変

位振幅の大きさを考慮して設計する必要がある． 
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